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ふりがな 

氏名 

 

 

かんばやし いっぺい 

神林 一平 

 

所属 

（学校） 

 

 

長岡市立 希望が丘小学校 

 

学年 

 

 

第 ４ 学年 

 

教科 

 

算数 

 

単元名 

 

 

「資料の整理」 

 

 

問題の見所 

 

 

 与えられた複数の条件を一つずつ順に整理していくことに、困り感をもって

いる自学級の実態があった。その実態より、与えられた条件を一つずつ問題や

表に照らしわせていく力を付けたいと考えた。「資料の整理」の発展問題として、

問題文の中にいくつかの条件を入れ込むことで、一つひとつの条件を見付け、

それを表の中の数値として導き出す力をみる問題となっている。 

 

出典 

 

 

書名「ハイクラステスト算数」（受験研究社）発行者（岡本 明剛） 

P，１１４ ３ 

 よしおさんの学級の人数は３５人です。今回の算数のテストは１番と２番の

問題があり、１番は１０点、２番は１５点の２５点満点でした。また、０点の

人は２人、１０点の人は８人、１５点の人は２０人いました。 

（１）２５点の人は、何人いますか。 

（２）１番が正解の人は、何人ですか。 

（３）テストの結果を、右の表にまとめ 

なさい。正解は◯、不正解は×とします。 

 

 

 

 

 

  

 

１番 

◯ × 

２

番 

◯   

×   

 



学習指導改善調査事業「考える力を育てる問題づくり」 

第４学年算数 

長岡市立希望が丘小学校 教諭 神林 一平 

問題の出典：書名「ハイクラステスト算数」（受験研究社）発行者（岡本 明剛） 

      P，１１４ ３ 

 

１、あきらさんは、クイズに答えて正解・不正解だった人の人数について、数えています。 

 (１)あきらさんのクラスの３２人にクイズを２問出しました。１問目のクイズは３択クイズで、あ・い・

うの中で正解は、いです。２問目は、ア・イのどちらかが正解です。 

 
 １問目 

 
 あ い う 計 

２
問
目 

ア    １６ 

イ    １６ 

計     

 

（１）あきらさんは、表に１６を書き込むことができました。なぜ１６と１６を、書き込むことができたの

か理由を説明しましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）条件をもとに、表の空欄をうめましょう。 

 

（３）１問目あ、２問目アを選んだ子どもの人数は、何人でしょうか。（      ） 

 

（４）２問目の正解がイだとすると、２問とも正解した子どもの人数は、何人でしょうか。  

（        ） 

 

 

＜条件＞ 

・１問目うを選んだ子どもは、１２人 

・１問目うで、２問目アを選んだ子どもは、５人 

・１問目あで、２問目イを選んだ子どもは、３人 

・１問目あ、１問目いを選んだ子どもの人数は同

じ人数であった。 

・２問目正解だった子どもと、２問目不正解だっ

た子どもの人数は、同じ人数であった。 


